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ある O すなわち近世村落社会にあって， rかわた」村がどのように存在し，また「かわた」村を含む村
落社会がどのようなあり方を示すかを分析して，身分差別の実態を具体的に究明しようとしたもので
あるO なお本論文は， 1990年に部落問題研究所より刊行されたもので その内容は本文 6 章・補論 3









した村として存在するものをいうとしたのであるO そしてこの 3 類型のなかでは， r本村付J 1 型を
「かわた」村の基本形態と考え， r一村立」型は稀であり例外的であることから，本村と「かわた」村






第一章は， IIかわた」村の成立」としているが，先の 3 類型について，それぞれ成立の経過を分析











































第 6 章は， rrかわた」村の歴史」としているが，現在の大阪府域を対象にして，通史的に叙述した
もので，本論のまとめにあたるものである。
補論は， r近世「賎民」身分研究の動向J ， r近世「賎民」身分研究と「部落」前史研究」また塚田孝









在形態に 3 類型のあることを指摘したこと そのなかで「本村付J 1 型を基本形態とすることを提起
し，さらに「本村付J II型の存在を発見し，全体のなかで位置づけたことなどは，重要な貢献である。
また「村領」といった概念を提唱するとともに，その形成の有無が「かわた」村の 3 類型をうみだす
















の 1 • II 型の相違や身分規制の 3 本柱などなお深めるべき問題点が残っているO また「本村付」体
制のなかで， íかわた」村の社会的隔離状況は確かに存在するが，集落(生活共同体)から完全に排除
されているという主張には一定の限定がいると考えられるO たとえば土地を所持する「かわた」の
場合には，当然に本村の水利関係なと、のなかに入らねば農耕はできなし、からであるo
このように本論文にはいくつかの間題も存在するが，それは今後深めるべき問題提起としての内容
と関連しているO 全体としていえば，すぐれた実証と問題提起によって，部落史研究の新たな到達点
を示す研究であることは明らかであるO したがって本審査委員会は，本論文が学位請求論文として充
分に価値のあることを認定するものである。
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